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丸太の価格は、木材の需給関係によって決まり

ます。もし素材生産者や製材工場経営者が、丸太

を安定して供給するための供給協定を締結する際

に、近い将来の丸太価格の変動を正確に把握でき

れば、リスクの回避や利益管理に参考になるでしょ

う。また、価格の変動が正常な範囲を逸脱しそうな

予測がでた場合は、事前の対応を実施して、マイナ

スの影響を最小限に抑えたり、国有林からの供給

調整も期待できます。しかし、日本では、これまで木

材の価格を予測する研究はあまり行われていませ

んでした。

この研究では、農林水産省のホームページで毎

月公表される前月の木材価格統計調査結果の価

格データを使って、製材用スギの中丸太（材長3.65

～4.0m、直径14～22cm、A材B材など区分なし、全

国加重平均値）を対象に、価格の変動を予測する

モデルを開発しました。対象期間は、2006年1月か

ら2019年6月までの約13年間です。写真1は製材

工場のスギ丸太の様子です。この予測モデルでは、

月次データを用いて、製材工場の丸太在庫量と消

費量を考慮することで、短期的な予測が可能となり

ました。

一般に、時系列データの変動には、傾向変動、循

環変動、季節変動、不規則変動の４つの要素があり

ます。傾向変動は長期的な上昇や下降の傾向で、

直線的あるいは滑らかに推移します。循環変動は、

景気循環によって傾向変動のまわりで上昇、下降

を繰り返すもので、実際に分析する際には、傾向変

動と一緒に考えることが多いです。3つ目の季節変

動は、季節的に上昇、下降を繰り返すパターンを

持っています。この季節変動は、天候だけではなく、

社会経済活動の季節的な変化も影響します。図1

は、各年のスギ中丸太価格の季節変動を示したも

ので、夏に価格が低くなることがわかります。最後の

不規則変動は、以上の傾向変動、循環変動、季節

変動では説明するのが難しい変動とされています。

丸太の価格変動をこうした4つの要素に分解す

るために、平滑化した移動平均のSTL法を用いまし

た。図2の上から一番目のグラフが、分解する前の

元データによる価格変動を示しています。上から3番

目のグラフに示されたのは、傾向変動です。2009

年前後の価格低落は、世界金融危機の影響による

ものです。また、2012年春の価格暴落は、需給ミス

マッチングによる結果と思われます。そして、2013

年10月からの価格の高騰は、消費税増税による駆

け込み需要による結果です。2016年以降の動き

は、国産材利用促進政策による需要増の影響と考

えられます。このように、国内外の政治や経済情勢

が丸太価格に影響を与えています。

上から２番目のグラフに示されたのは、季節変動

です。各月の値を表１に示します。12カ月の季節変

動の合計が0円になります。これらの季節値は、違う

分解法を使うと少し違う金額となります。表1に示

すように、価格が４月から徐々に下がり、7月に最低

価格となります。夏に価格が低い原因の1つとして

虫害を挙げることができます。夏には気温が高く、

伐採・造材された丸太は放置する時間が長くなる

と虫害を受けやすくなるので、素材生産者側は生

産を抑え、生産した丸太を早く売ろうとします。そし

て、製材所側は最小限に入荷し、入荷した丸太を

早く製材・乾燥しようとします。つまり、製材工場で

は、なるべく冬に伐採された丸太を在庫し、夏場に

伐採された丸太を在庫しないように対応します。図

2の一番下のグラフは不規則変動を示します。この

ような変動は予測不可能です。

本研究では、製材工場の前期丸太在庫量と当

期消費量の月次データを用いて、スギ中丸太価格

の短期予測を行いました。予測の精度を評価する

ため、2018年6月までのデータを使って、2018年7

月から2019年6月までの価格を予測しました。その

結果を図3に示します。予測誤差が小さくて、予測

精度が高い結果が得られました。この研究手法は

全国平均のスギ中丸太だけでなく、県別・工場別の

違う樹種、材種の丸太および製材品などの価格変

動および予測分析にも応用可能と考えられます。

はじめに

丸太の価格変動を分解してみる

スギ丸太の価格を予測する

写真１　製材工場のスギ丸太
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予測モデルの精度と今後の課題

図１　全国スギ中目丸太価格の月次推移 図２　スギ中丸太価格変動の分解：
　　　元データ＝季節変動＋傾向変動

＋不規則変動

表１　丸太価格の季節変動

図３　スギ中丸太価格の予測結果


